
はじめに

����年１月､ 日本は国連で採択された ｢障害者の権

利条約｣ を批准した｡ ����年７月には､ 中央教育審議

会初等中等教育分科会が ｢共生社会の形成に向けたイ

ンクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育

の推進 (報告)｣ を示し､ ｢障害のある子どもと障害の

ない子どもが､ できるだけ同じ場で共に学ぶことを目

指すべきであること､ そしてそこでは､ それぞれの子

どもが､ 授業内容が分かり学習活動に参加している実

感・達成感を持ちながら､ 充実した時間を過ごしつつ､

生きる力を身に付けていけるかどうかが､ 最も本質的

な視点であり､ そのための環境整備が必要である｣ と

述べている１)｡

現行の学校システムでは､ 特別支援学校と小・中学

校における学校間､ 小・中学校の特別支援学級と通常

の学級における学級間等で ｢交流及び共同学習｣ が実

施され､ 障害のある子どもと障害のない子どもの学習

に関する実践が積み重ねられている状況である｡

｢交流及び共同学習｣ は､ 豊かな人間性をはぐくむ

ことが目的の ｢交流｣ の側面と､ 教科等のねらいの達

成を目的とする ｢共同学習｣ の側面を併せ持つ２)とさ

れているが､ 教科に関する双方の学びを成立させるた

めに妥当性の高い指導目標・内容が設定され､ 有効な

手だてが講じられている実践が非常に少ないことが指

摘されている３)｡

このような状況を受けて筆者らは､ ｢交流及び共同

学習｣ が最も多く実施されている音楽科４)において､

障害のある子どもと障害のない子どもが共に学び､ 一

人一人が各自の能力に即した学習内容にアクセスし､

学習成果をあげるための具体的な方策を講じることが

急務であると考えた｡

障害のある子どもの教科指導は､ 特別支援学校の学

習指導要領 (小・中学校の特別支援学級も教育課程編

成時に参考にする｡) において､ 知的障害のある子ど

もを対象とする場合については､ 独自の目標・内容が

設定されている５)｡ そのため､ ｢交流及び共同学習｣

で知的障害のある子どもが含まれる場合には､ 教科の

目標・内容も異なる子どもたちが学習を共にする状況

も生じる｡ ここに､ 障害のある子どもと障害のない子

どもが､ 教科等のねらいの達成を目的として学習を共

にする場合の難しさがあると考える｡ 特別支援教育総

合研究所も､ インクルーシブ教育システム構築に取り

組む際に着手すべき課題の一つとして､ ｢特別支援学

校と小・中学校の教育課程の連続性の確保｣ をあげて

いる６)｡

そこで筆者らは､ インクルーシブ教育システムの構

築に向けて､ 特別支援学校 (知的障害教育) と小中学
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校等 (本稿では､ 幼稚園､ 保育所､ 小学校､ 中学校､

高等学校を総称して ｢小中学校等｣ とする｡) との音

楽科教育課程の関係性を明らかにした上で､ 障害のあ

る子どもと障害のない子どもの音楽科学習の共有化に

ついて実践的に検証する必要があると考えた｡

本稿は､ この研究の第一段階を担うものであり､ 発

達段階に焦点を当てて､ 特別支援学校 (知的障害教育)

と小中学校等の音楽科教育課程の関係性を明らかにす

ることを目的とする｡

これまでに､ 特別支援学校 (知的障害教育) 音楽科

の教育課程における発達段階の設定や特別支援学校

(知的障害教育) と小中学校等の音楽科教育課程の関

係性について検討した研究はみられない｡

１. 特別支援学校 (知的障害教育) 音楽科の

教育課程

前述したように､ 特別支援学校 (知的障害教育) の

音楽科は､ 独自の目標と内容を有している｡ 表１に特

別支援学校 (知的障害教育) の音楽科の目標を示した｡

音楽科の内容は､ 学年別ではなく､ 小学部３段階､

中学部１段階､ 高等部２段階の発達段階別に示されて

いる (対象生徒の生活年齢が��歳であっても､ 音楽活

動に関わる発達の年齢が５歳程度であれば､ 発達段階

に即した小学部の指導内容を選択することもある｡)｡

また､ 小学部１段階は ｢音楽遊び｣､ 小学部２段階以

上は ｢鑑賞｣､ ｢身体表現｣､ ｢器楽｣､ ｢歌唱｣ 領域で構

成されている｡ 本稿では発達段階に焦点を当てた分析

を行うため､ 手の操作性等の発達段階が捉えやすい

｢器楽｣ 領域をとりあげることとした｡

特別支援学校 (知的障害教育) の音楽科器楽領域

(小学部１段階は ｢音楽遊び｣ のため､ 器楽に関わる

内容) の内容を表２に示した｡

２. 分析の方法

本稿では､ 発達に関する指標 (音楽的発達に焦点を

当てたもの)､ 就学前の保育や教育に関する指標､ 初

等教育段階の教育に関する指標における記述をもとに､

特別支援学校 (知的障害教育) 音楽科器楽領域の指導

内容を発達段階に着目して分析する｡

１) 分析の対象

特別支援学校 (知的障害教育) 音楽科の教育課程は､

対象とする子どもの実態が多様であることから概括的

に示されており､ 学習指導要領から内容の詳細を読み

取ることは難しい｡ そのため､ 本稿では ｢知的障害特

別支援学校における各教科の具体的な内容の例４. 音

楽｣７) に示された器楽領域に関する項目を分析の対象

とした｡

｢知的障害特別支援学校における各教科の具体的な

内容の例４. 音楽｣ の器楽領域に関する指導内容は､
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表１：特別支援学校 (知的障害教育) 音楽科の目標

表２：特別支援学校 (知的障害教育)
音楽科器楽領域の内容



６段階に分けて��項目示されている｡ ｢段階１｣ は学

習指導要領上の小学部１段階に対応し､ 器楽領域に関

する内容は９項目設定されている (項目番号��から��｡

項目番号は各段階の通し番号｡ ｢段階１｣ を例にする

と､ 項目番号１から５が鑑賞､ ６から��が身体表現､

��・��が歌唱領域に関する内容になっている｡)｡ ｢段

階２｣ は小学部２段階に対応し､ 器楽領域に関する内

容は６項目 (項目番号��から��) 設定されている｡

｢段階３｣ は小学部３段階に対応し､ 器楽領域に関す

る内容は６項目 (項目番号��から��) 設定されている｡

｢段階４｣ は中学部に対応し､ 器楽領域に関する内容

は６項目 (項目番号��から��) 設定されている｡ ｢段

階５｣ は高等部１段階に対応し､ 器楽領域に関する内

容は９項目 (項目番号��から�	) 設定されている｡

｢段階６｣ は高等部２段階に対応し､ 器楽領域に関す

る内容は３項目 (項目番号９から��) 設定されている｡

２) 分析の指標１： ｢発達の４層からみた音楽療法の

配慮点 (宇佐川, ����)｣

発達に関する指標 (音楽的発達に焦点を当てたもの)

として､ ｢発達の４層からみた音楽療法の配慮点 (宇

佐川, ����)｣ を用いた｡

宇佐川は､ 約��年間にわたる���名を越す障害児の

乳幼児期における療育事例の詳細な検討によって集積

された資料をもとに､ 感覚と運動の高次化による発達

水準やその全体的理解の枠組みを精緻化し､ ｢感覚と

運動の高次化理論｣ ( ｢Ⅰ層：初期感覚の世界｣ ｢Ⅱ層：

知覚の世界｣ ｢Ⅲ層：象徴化の世界｣ ｢Ⅳ層：概念化の

世界｣) を構築している８)｡

｢発達の４層からみた音楽療法の配慮点 (宇佐川,

����)｣ は､ この ｢感覚と運動の高次化理論｣ に基づ

き､ 障害児の音楽療法を整理したものである９)｡ 本稿

では､ 器楽領域に関する項目 (｢発達的な目標｣､ ｢活

動・楽器類｣､ ｢手の操作性｣) を抜粋したものを分析

の指標として用いた｡

３) 分析の指標２： ｢子どもの音楽の発達に関わる評

価に関するツール｣ の ｢チェックリスト (與座ら,

����)｣

発達 (音楽的発達に焦点を当てたもの) に関する指

標として､ ｢子どもの音楽の発達に関わる評価に関す

るツール｣ の ｢チェックリスト (與座ら, ���
)｣ を

用いた｡

與座らは､ 各種発達理論､ 発達検査 (デンバー式発

達スクリーニング検査ほか)､ 教育実践プログラム

(��
�ほか)､ ｢カリキュラムガイド｣ (��
�����ら)､

乳幼児の発達に関わる文献などを検討し､ ｢歌唱｣ ｢器

楽｣ ｢身体表現｣ ｢鑑賞｣ の４領域 (各領域は大項目・

中項目・小項目に分類) からなる ｢子どもの音楽の発

達に関わる評価に関するツール｣ の ｢チェックリスト｣

(発達年齢０～６歳まで) を作成している��)｡ また､

この ｢チェックリスト｣ を用いて､ ６年間にわたり

���名の健常乳幼児を対象に評価を実施し､ 信頼性お

よび妥当性を検証している��)｡

本稿では､ この ｢チェックリスト｣ から器楽の中項

目 (①から⑪) を抜粋したものを分析の指標として用

いた｡

４) 分析の指標３：幼稚園教育要領・保育所保育指針

就学前の保育や教育に関する指標として､ ｢幼稚園

教育要領｣ および ｢保育所保育指針｣ が考えられる｡

幼稚園教育要領に関しては､ ����年制定､ ���
年改

訂の幼稚園教育要領における ｢音楽リズム｣ などでも

音楽に関する内容が記されているが､ 今回は ｢特別支

援学校 (知的障害教育) 音楽科の指導内容例｣ (以下

｢特別支援学校指導内容例｣ とする) が����年に改訂

された学習指導要領にもとづくものであるため､ これ

に近い年代のものを対象とすることを検討した｡

本稿では､ 発達段階に焦点を当てて検討を行うこと

から､ 発達過程区分ごとの記述が詳細である ｢〈平成

��年改訂〉保育所保育指針｣��) を分析の指標として用

いた��)｡

５) 分析の指標４：小学校学習指導要領

初等教育段階の教育に関連する指標として､ 現行の

｢小学校学習指導要領｣�
) を用いる｡ 今回は､ 小学校

学習指導要領 第２章 各教科 第６節 音楽 第２

各学年の目標及び内容 ２内容 � 表現 (�) 器楽の

活動について記された箇所を中心に検討を行っている｡

３. 分析の結果

１) ｢発達の４層からみた音楽療法の配慮点 (宇佐川,

����)｣ との対応

｢特別支援学校指導内容例｣ と ｢発達の４層からみ

た音楽療法の配慮点 (宇佐川, ����)｣ (以下 ｢音楽療
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法の配慮点｣ とする｡) の対応に関する分析結果を､

表３に示した｡ 表３における２桁の数字は､ ｢特別支

援学校指導内容例｣ の項目番号を示している｡ 英数字

は､ その項目に対応する ｢音楽療法の配慮点｣ の項目

が含まれる層を示している｡

分析結果の詳細は表５から８に示した｡ 表の下線を

付した部分が､ 両者の対応を判断した記述である｡

｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段階１｣ (小学部

１段階) には､ ｢音楽療法の配慮点｣ のⅠ層およびⅡ

層に対応する内容が含まれていた｡ ｢特別支援学校指

導内容例｣ の ｢段階２｣ (小学部２段階) には､ ｢音楽

療法の配慮点｣ のⅡ層およびⅢ層に対応する内容が含

まれていた｡ ｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段階３｣

と ｢段階４｣ (小学部３段階と中学部) には､ ｢音楽療

法の配慮点｣ のⅣ層に対応する内容が含まれていた｡

２) ｢子どもの音楽の発達に関わる評価に関するツー

ル｣ の ｢チェックリスト (與座ら, ����)｣ との対応

｢特別支援学校指導内容例｣ と ｢子どもの音楽の発

達に関わる評価に関するツール｣ の ｢チェックリスト

(與座ら, ����)｣ (以下 ｢チェックリスト｣ とする｡)

の対応に関する分析結果を､ 表４に示した｡ 表４にお

ける２桁の数字は､ ｢特別支援学校指導内容例｣ の項

目番号を示している｡ 丸数字は､ その項目に対応する

｢チェックリスト｣ の項目番号を示している｡

分析結果の詳細は表９から��に示した｡ 下線の表記

は表５から８と同様である｡

｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段階１｣ (小学部

１段階) には､ ｢チェックリスト｣ の①から④に対応

する内容が含まれていた｡ ｢特別支援学校指導内容例｣

の ｢段階２｣ (小学部２段階) には､ ｢チェックリスト｣

の⑤から⑦に対応する内容が含まれていた｡ ｢特別支

援学校指導内容例｣ の ｢段階３｣ (小学部３段階) に

は､ ｢チェックリスト｣ の⑧および⑨に対応する内容

が含まれていた｡ ｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段

階４｣ (中学部) には､ ｢チェックリスト｣ の⑩および

⑪に対応する内容が含まれていた｡
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表３： ｢特別支援学校指導内容例｣ と
｢音楽療法の配慮点｣ との対応 表４： ｢特別支援学校指導内容例｣ と

｢チェックリスト｣ との対応

表５： ｢特別支援学校指導内容例 (段階１)｣ と ｢音楽療法の配慮点｣ の対応
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表６： ｢特別支援学校指導内容例 (段階２)｣ と ｢音楽療法の配慮点｣ の対応

表７： ｢特別支援学校指導内容例 (段階３)｣ と ｢音楽療法の配慮点｣ の対応

表８： ｢特別支援学校指導内容例 (段階４)｣ と ｢音楽療法の配慮点｣ の対応

表９： ｢特別支援学校指導内容例 (段階１)｣ と ｢チェックリスト｣ の対応



３) ｢〈平成��年改訂〉保育所保育指針｣ との対応

｢特別支援学校指導内容例｣ と ｢〈平成��年改訂〉

保育所保育指針｣ (以下 ｢保育所保育指針｣ とする)

の対応に関する分析結果を､ 表��に示した｡ 表��にお

ける括弧を付していない２桁の数字は､ ｢特別支援学

校指導内容例｣ の項目番号を示している｡ その後に､

その項目に対応する ｢保育所保育指針｣ の項目が含ま

れる箇所を示している｡

分析結果の詳細は､ 表��から��に示した｡ 表の下線

を付した部分が､ 両者の対応を判断した記述である｡

｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段階１｣ には､

｢保育所保育指針｣ の６か月未満児から１歳３か月未

満児の保育の内容に対応する内容が含まれていた｡ ま

た ｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段階２｣ には､ ｢保

育所保育指針｣ の１歳３か月から２歳未満児の保育の
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表13： ｢保育所保育指針｣ との対応

表10： ｢特別支援学校指導内容例 (段階２)｣ と ｢チェックリスト｣ の対応

表11： ｢特別支援学校指導内容例 (段階３)｣ と ｢チェックリスト｣ の対応

表12： ｢特別支援学校指導内容例 (段階４)｣ と ｢チェックリスト｣ の対応



内容に対応する内容が含まれていた｡ さらに ｢特別支

援学校指導内容例｣ の ｢段階３｣ には､ ｢保育所保育

指針｣ の２､ ３､ ４､ ５､ ６歳児の保育の内容に対応

する内容が含まれていた｡

４) ｢小学校学習指導要領｣ との対応

｢特別支援学校指導内容例｣ と ｢小学校学習指導要

領｣ の対応に関する分析結果を､ 表��に示した｡ 表��

における２桁の数字は､ ｢特別支援学校指導内容例｣

の項目番号を示している｡ その後に､ その項目に対応

する ｢小学校学習指導要領｣ の項目が含まれる箇所を

示している｡

分析結果の詳細は､ 表��から��に示している｡ 下線

の表記は､ 表��から��と同様である｡

特別支援学校と小中学校等の音楽科教育課程の関係性
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表14： ｢特別支援学校指導内容例 (段階１)｣ と
｢保育所保育指針｣ の対応

表15： ｢特別支援学校指導内容例 (段階２)｣ と
｢保育所保育指針｣ の対応

表16： ｢特別支援学校指導内容例 (段階３)｣ と
｢保育所保育指針｣ の対応

表17： ｢小学校学習指導要領｣ との対応



｢特別支援学校指導内容例｣ の ｢段階４｣ には､

｢小学校学習指導要領｣ 低学年に対応する内容が含ま

れていた｡ また ｢特別支援学校指導内容例｣ の｢段階

５｣ には､ ｢小学校学習指導要領｣ 中学年に対応する

内容が含まれていた｡ さらに ｢特別支援学校指導内容

例｣ の｢段階６｣ には､ ｢小学校学習指導要領｣ 高学年

に対応する内容が含まれていた｡

４. 特別支援学校 (知的障害教育) と小中学

校等の音楽科教育課程の関係性

以上の分析結果をまとめると､ 特別支援学校 (知的

障害教育) 音楽科器楽領域の指導内容は､ 表��に示す

ような発達段階に対応していることが推定できる｡

このことから､ 発達段階に焦点を当てた場合､ 特別

支援学校 (知的障害教育) 音楽科器楽領域の指導内容

は､ 小学部が主として幼稚園・保育所の ｢表現｣ 等の

内容を､ 中学部・高等部が主として小学校 ｢音楽科｣

の内容を含んでいると考えられた｡

また､ 発達的な視点をもって特別支援学校 (知的障

害教育) と小中学校等の音楽科教育課程の関係性を整

理することで､ 発達段階の大きく異なる子どもが含ま

れる音楽科の授業 (｢交流及び共同学習｣) において､

各児の能力に即した学習内容へのアクセスと全員での

学習の共有化を叶える指導内容の設定について､ 手が

かりを得ることができるのではないかと考えられた｡

もちろん､ 障害のある子どもの指導にあたっては､ 発

藤 原 志 帆・福 島 さやか

�

表18： ｢特別支援学校指導内容例 (段階４)｣ と
｢小学校学習指導要領｣ の対応

表19： ｢特別支援学校指導内容例 (段階５)｣ と
｢小学校学習指導要領｣ の対応

表20： ｢特別支援学校指導内容例 (段階６)｣ と
｢小学校学習指導要領｣ の対応

表21：特別支援学校 (知的障害教育) 音楽科における発達段階の設定

   



達段階のみではなく､ 生活年齢､ 障害特性､ 興味・関

心など様々な状況から多面的総合的に本人の教育的ニー

ズを把握する必要がある｡

おわりに

本稿では､ 発達段階に焦点を当てて器楽領域の指導

内容を分析し､ 特別支援学校 (知的障害教育) と小中

学校等の音楽科教育課程の関係性について考察した｡

今後は､ 音楽的発達に関する見解を広範囲に検討した

上で､ 他領域の指導内容についても分析を進めたいと

考えている｡

今回の分析では､ 特別支援学校 (知的障害教育) 音

楽科と幼稚園・保育所の ｢表現｣ 等､ 小学校音楽科の

指導内容について､ 発達段階に焦点を当てて対応する

部分のみをとりあげた｡ しかし､ 知的障害教育の教育

課程には､ 発達年齢上の課題と生活年齢上の課題の両

方を達成するために､ 通常では教科の範疇に収まらな

いと考えられる内容 (機能的生活スキル) も含まれて

いる��)｡ また､ 幼稚園・保育所等で扱われる領域 ｢表

現｣ は､ 教科としての ｢音楽科｣ と異なる特質をもっ

ている｡ 今後は､ 指導内容について相違点もとりあげ､

各々の教育課程の独自性を踏まえた上で､ 特別支援学

校 (知的障害教育) と小中学校等の音楽科教育課程の

関係性を明らかにする必要があると考えている｡

そして､ 実践的検証を重ねながら､ 障害のある子ど

もと障害のない子どもの音楽科学習の共有化を促す具

体的な方策について検討していく予定である｡

付記

本研究は､ 科学研究費補助金 (課題番号��������)

の助成を受けて行い､ 日本音楽教育学会第��回大会に

おける発表をまとめたものである｡

注および引用

１) 文部科学省 (	��	) ｢共生社会の形成に向けたインクルー
シブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 (報
告)｣

���
�������������������������
������
�����

�
���������� �� �
���	�!!��
�� (	���年１月��日閲覧)
２) 文部科学省 (	���) 『特別支援学校学習指導要領解説総
則等編 (幼稚部・小学部・中学部)』 教育出版.
３) 遠藤恵美子・佐藤愼二 (	��	) ｢小学校における交流及
び共同学習の現状と課題－Ａ市の通常学級担任と特別支
援学級担任への質問紙調査を通して－｣ 『植草学園短期大
学研究紀要』 ��, �����"!�. ほか｡

４) 特別支援教育総合研究所が	���年から	���年に行った
調査では､ 音楽科における ｢交流及び共同学習｣ の実施
率は#���％であった｡
５) 文部科学省 (	���) 前掲書���	�	－����ほか｡
６) 特別支援教育総合研究所 (	��#) 『プロジェクト研究成
果報告書 ｢交流及び共同学習｣ の推進に関する実際的研
究』 �����
７) 東京都教育庁指導部義務教育特別支援教育課が作成し
たものであるが､ 全国的に多くの学校が参考にしている｡
全国特別支援学校知的障害教育研究会編著 『知的障害教
育における学習評価の方法と実際』 ジアース教育新社な
どに掲載されている｡
８) 宇佐川浩 (	���) 『感覚と運動の高次化からみた子ども
理解』 学苑社, ���##"#��
９) 宇佐川浩 (	���) 『感覚と運動の高次化による発達臨床
の実際』 学苑社, ����!�
��) 與座亜希子ほか (	��!) ｢音楽を活用した子どもの発達
と評価に関する方法論的研究：アセスメントツールと実
践ツールの開発｣ 『琉球大学教育学部障害児教育実践セン
ター紀要』 ７, �����"#��

��) 大城典子ほか (	��	) ｢子どもの音楽における発達と評
価に関する研究－教育実践現場における活用をめざして－｣
『琉球大学教育学部発達支援センター紀要』 ３, �����"���
�	) 厚生労働省 (	���) 『保育所保育指針』 フレーベル館
��) 民秋言 (	��	) 『幼稚園教育要領・保育所保育指針の成
立と変遷』 萌文書林では､ 今次の改訂で保育指針は大き
く変化し､ 制度的､ 形式的に変更部分は多くあったが､
基本的にとくに発達論､ 保育内容論についてはほとんど
変化していないとの見解が示されている｡
��) 文部科学省 (	���) 『小学校学習指導要領平成	�年３月
告示』 東京書籍
��) 米田宏樹 (	���) 	���～	���年度科学研究費補助金研
究成果報告書 ｢特別支援教育におけるインクルーシブ・
カリキュラム開発のための歴史的研究｣

����
��� �������� ������$%�	�������� �������	��	�

������������ ��$%(	���年１月��日閲覧)
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